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蔵王連峰はまだ多くの雪を纏っていますが、学校の裏を流れる松川のほとりは、草花で鮮やかに彩られはじめました。校門前

の桜は例年より早めの開花となりましたが、新年度の始まりを祝うかのように、始業式・入学式には満開となりました。学校再

開後3週間が経ちますが、各学年ともよいスタートを切ることができたようです。1年生も高校生活に慣れ、楽しく過ごしている

様子が伺えます。今号では、おもに新年度はじめの行事、各学年の取組について紹介します。

※ 便りのタイトル「蔵王の空に夢かける」は、蔵王キャンパス校歌（蔵王高校校歌）の冒頭の一節です。全ての生徒が高校生
活を通して「なりたい自分（夢）」を思い描き、その実現に向けて努力を積み重ねていくことを期待しています。また、「自立
創造 友愛」は蔵王キャンパス校訓（蔵王高校校訓）です。校訓が示す意味を大切にしながら、様々な経験を積んでいくこと
を願います。

４月９日（木）に第２回入学式を挙行し、１５名の新入生を迎えました。若林校長先生の式辞では、蔵王キャンパ

スの特色に触れながら、高校生活で大切にしてほしいこと、新入生に対する期待が述べられました。校長先生の

問いかけに対して、仲間と意見を交わす様子も見られ、式場はアットホームな雰囲気に包まれました。また、新入

生代表宣誓を務めた大沼道斗さんは、学習活動や学校行事、部活動の目標など、高校生活に向けた希望を力強

く述べました。新入生の皆さんは、３年間の高校生活を通して、自分のよさを磨き、可能性を存分に拡げられる

よう着実に努力を積んでいくことを期待します。

４月１３日（月）に、あすなろ会入会式（生徒会入会式）を実施しました。式に当たって、あすなろ会会長の菊池

伸治さん（蔵王高校３年生）は、歓迎の言葉や新入生に対する期待などを織り交ぜながら、温かなメッセージを

送りました。また、新入生代表の古山拓篤さんは、感謝の言葉とともに、高校生活の抱負を述べました。入会式

では学校紹介動画の他、部・愛好会の紹介などが行われ、会場に活気をもたらしました。会を通して新入生の緊

張感が安心感に変わったようです。あすなろ会執行部の皆さん、準備から運営までお疲れ様でした。素晴らしい

会となりました。

先輩方に温かく迎え入れられ、学校紹介や

教員紹介、部活動紹介など、楽しい一時を

過ごすことができました。

緊張の中にも希望に満ちた表情、凛とした姿

勢で、校長先生より入学許可を受けました。

初心を大切に、皆で力を合わせて充実し

た高校生活を送っていきましょう。

保護者の皆様、御来賓の皆様に見守られ、厳粛

な中にも温かみのある入学式となりました。

あすなろ会の「あすなろ」は、樹の名前です。花言葉がある

ように、樹木にも象徴的な意味の言葉が付けられていま

す。「あすなろ」の言葉は、「努力」「向上心」「未来への希望」

です。生徒会は全校生徒からなる組織です。よりよい学校

づくりに向けて力を合わせていきましょう！

学校生活の主役は生

徒の皆さんです。新入

生も遠慮せずに、「明

日も行きたくなる学

校」の創造に参画して

いきしょう。



学校再開後１週間は、各学年でクラス開きやオリエンテーション、レクリエーションなどが行われ、仲間との親

睦を深めることができたようです。自他を大切にし、互いのよさを認め合い、強みを伸ばすことができるよう、

日々切磋琢磨していくことを願います。１年生はオリエンテーション期間を通して、高校生活の決まりごと、充実

した学校生活を送る上で大切な心構えなどを学ぶことができたようです。
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学校ホームページ

には右のＱＲコー

ドからアクセスで

きます。

学校ホームページの内容は随時

更新しております。また、週間予

定については一斉メールで毎週

末に連絡しておりますので御確

認ください。

週間予定は、週末に配信される一斉メールの内容を確認してください。

４月１５日（水）には、ジオ・ガーデンの整備

と植栽活動に取り組みました。仲間との作

業を通して、心のハードルはすっかりなく

なったようです。彩り豊かな花が植えら

れ、学校が明るくなりました。

気心知れた仲間達と、モル

ックや椅子取りゲームなど

を楽しみました（２年生）。

１年生は、４月１４日（火）に防災学

習に取り組みました（避難所運営

ゲーム）。活動では、避難者の特

徴に応じて、校舎内の避難場所

を割り当て、次々に起こるイベン

トに対応するシミュレーションを

行いました。仲間と意見を交わ

し、避難者の安全確保と安心でき

る避難所生活の提供に向けて何

ができるか考えることができた

ようです。

１年生はこの他にも、高校での学習

や高校生活のルールなどに関する

ガイダンス、身だしなみに関する講

話（着こなしセミナー）、心身の健康

や教育相談に関するガイダンスな

どを受講しました。

２年生は、級友との絆をより一層強め、スムーズなスタートを切ることができる

よう様々なレクリエーションに取り組みました。中堅学年としての自覚をもち、活

気ある学校づくりの要として活躍することを期待します。


